
新型コロナ感染禍における災害ボランティアセンター運営を考えるワークショップ

感染予防 運営対策 感染予防 運営対策 感染予防 運営対策

行動履歴の記録 オンラインでの事前受付 検温・体調等の確認 できるだけ広い会場で 三密を避けるよう工夫 現地でマッチングする

自宅で体温測定 電話・FAX等で事前受付 会場を分散する Web上で情報UP

Dデバイスで体調管理 事前に団体受付 得意分野チェック グループ毎に連絡網

前3日の健康状態を記録 PCR検査の有無 グループ代表者のみ受付

消毒等の持参 行動履歴の確認 時間をずらして受け付ける

体調管理表の提出 パーティションで区切る サテライトを増やす

ネットで健康状態の申請 活動グループの固定化

年齢層でｶﾃｺﾞﾘｰを分ける

ニーズを事前リサーチ

メールでマッチング

事前にマッチング

感染予防 運営対策 感染予防 運営対策 感染予防 運営対策

送迎車両の消毒徹底 バスの人数制限 使用後の消毒 共有の資機材を減らす 少人数で複数個所で実施

車両内の換気 4名程度ずつ送迎 予備マスクの配布 ディスポタイプを準備 感染予防指示書を作成

車の流れ規制（一通） 防護具を用意 分散化して複数で対応 密にならない作業指示書 LINEで遠隔説明

自家用車の利用の考慮する 資機材は共有しない 現地に配備する 体調不良時の連絡方法

汚染対策の周知徹底

移動の車中にて実施

感染予防 運営対策 感染予防 運営対策 感染予防 運営対策

手洗用水・消毒を班ごとに 小グループで活動 石鹸で手洗・うがいの実施 休憩・昼食の時間をずらす 手袋・マスクは取替て移動 自転車の活用

年齢に分けて活動 活動は半日のみに 長靴を脱ぐ コマメに休憩 バスは席を空ける

三密に注意する 追跡可能な管理を 三密を避ける しゃべらない

COCOAの利用 自己紹介カードを活用 専用の回収ボックスを準備 防護具を着用

タオルの持参 体調をリーダーに報告

防護具の着用

消毒キットを準備

感染予防 運営対策 感染予防 運営対策 感染予防 運営対策

体調報告 SNSなど電子化する 資機材の洗浄・消毒 脱衣場所の設置

使用防護類の処分 ボラセン帰着時間をずらす

ネットで体温管理･報告 手洗・うがい場所の設置

暫くは家族と距離を置く センターに戻らず帰宅へ 長靴等の消毒・洗浄

１週間後に体調報告 次回の作業内容の報告 消毒済みが分かる仕分け

２週間は外出自粛を

COCOA必須

資機材現場へ移動

体調管理して異常の場合は
ボラセンへ報告する

専用アプリで現場写真や内
容等を報告する

２０２１年２月１３日・２０日　３月６日　実施分

自宅帰着

自宅 ボラセン受付 マッチング

オリエンテーション

発症時追跡のため個人情報
提供の同意

動画・資料等をHPにUPし
事前に見る

土地勘のある人をリーダー
にする

派遣先の家人の体調を確認
するよう指示

現場　活動開始 現場　休憩・昼食 ボラセンへ移動

ボラセン到着終了報告


